
作成：社団法人農山漁村文化協会当資材は平成 20年度農林水産省にっぽん食育推進事業の一環として作成されました。

もみはどんなふうに成長するんだろう
もみの中

なか

身
み

のほとんどは「胚
はい

乳
にゅう

」といって、お米としてみんなが食べるところなんだ。ここには
芽
め

や根が元気に伸びていくための養
よう

分
ぶん

がたくわえられている。下の写真のように、芽と根はこの
胚乳から送られた養分を使ってのびて行き、最後に胚乳は空っぽになってしぼんでしまうよ。

イネの誕
たん

生
じょう

（胚
はい

から芽と根が出てくる）の
ようすを絵にえがいてみよう。

光合成をはじめるとき
ちょうど3枚

まい

目の葉が伸
の

びきるころ、苗は、
根や葉っぱをしっかりと働かせるようにな
るよ。根は土の中で養分を吸

きゅう

収
しゅう

し、葉は太
陽の光を受けて光合成を行うんだ。胚

はい

乳
にゅう

は
そろそろからっぽだけれども、もう自力で
栄養を作りだせるから、だいじょうぶだよ。

芽が出たばかりの
苗。種もみと芽をた
てに切ってヨウ素で
んぷん反応を調べた
もの。むらさき色の
部分に成長するため
の養分であるでんぷ
んがたまっている。
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